
ゆのまえ 議会だより

第７回子ども議会の様子です。コロ
ナ対策によるマスク着用やパーティ
ション設置などがようやく緩和された中
で、中学３年生議員がタブレット端末を
活用しながら一般質問を行いました。

特集（２～３ページ）につづく・・　

P2  特集 1　中学生が考える町の課題とは
P4   特集 2　農地を維持する現場の声を確認

P6   本会議　特別職とその親族の請負制限を緩和
P9   一般質問　３人が執行部の考えを質す

P13  全員協議会　下町橋補修工事
P14  委員会　教育現場デジタル化の現状

P16  議員派遣　議員のなり手不足と議員報酬
P18  議会の窓　自身初の議長研修

P19  一部事務組合　医療技術職の奨学金アップ
P20  住民の声　子ども議会に参加して

「住民に見える議会」
「住民が参加しやすい議会」   

「議会力・議員力の向上」を実現する     45No.
令和6年

2月1日発行

施策

タブレット端末を活用した質問



特集1

班ごとに学習成果を発表
湯前町の子ども議会が１０月３日に町議会議場で開かれました。湯前中学校３年生が議員の立場で、
班ごとにテーマを定めて質問しました。

＜関連記事＞広報湯前１１月号（Ｖｏｌ．５０９）２０ページ

第７回 子ども議会

中学生が考える町の課題とは

　子ども議会は、議会改革の一環として平成２９年度から開いており、今回で７回目の開催となりました。
これまでたくさんの「まちづくり提案」が示され、すでに事業化されたものもあります。
　町執行部からは、長谷町長や中村教育長、各課の課長らが出席し、金子議長が議事を進行しました。
　本町では、中学生と大人が真剣に向き合う子ども議会に努めています。子ども議員が町議会と同じ方法で
発言し、議員、教職員および保護者がこれを傍聴しました。

班 質問項目 質問内容

1 湯前町を豊かにする
ための取り組み

①町のお金はどれぐらい余裕があるのか。
②近隣市町村などとの連携強化は具体的に何をしているのか。
③人吉球磨特産品巡りを企画してはどうか。

2 空き家対策
①�年々増えている空き家の活用について、現在どのような取り組み
を行っているのか。

②空き家をグランピングやジムなどに活用できないか。

3 成人の福祉
①�お酒やたばこ以外のストレス解消のため、新しい取り組みを行っ
てはどうか。

②ＡＥＤ講習の参加人数を増やす新しい取り組みをしてはどうか。

子どもの福祉

①少子高齢化対策のため、親子の触れ合いの場が必要ではないか。
②インターネットを活用した情報提供を積極的に行ってはどうか。
③�病児、病後児を含めた小さい子どもを預けることができる施設を
設置する考えはないか。

子どもの健康

①�虫歯を減らす取り組みとして、保育園や小学校で定期的に子供の
印象に残る歯磨き指導をしてはどうか。

②野菜を育てるイベントを開催してはどうか。
③野菜のレシピを湯前町の公式ＳＮＳを使って発信してはどうか。

4 イベントへの参加者
を増やす取り組み

①�イベント参加者を増やすため、町内すごろくと湯前町ウォークラ
リーを開催してはどうか。

5 スマート農業 ①�スマート農業を推進するため、クラウドファンディングを活用し
てはどうか。

※『子ども議会の会議録』は議会事務局で閲覧できます。お気軽にお尋ねください。

2 ゆのまえ議会だより  No.45（令和6年2月） 
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特集に関する住民（生徒）の声は２０ページを参照

子
ど
も
議
会

　 

振
り
返
り
フ
ォ
ト

※�

広
報
湯
前
で
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
写
真
か
ら

抜
粋
し
て
い
ま
す
。
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認定農業者との意見交換会
湯前町認定農業者同志会と湯前町議会との意見交換会を、令和５年１１月１４日に改善センター中会
議室で行いました。「認定農業者の現況」「町単独補助事業」「今後の農地維持」の３つのテーマで意見を
交わしました。
※�認定農業者とは、農業経営基盤強化促進法に基づく農業経営改善計画の市町村の認定を受けた農業
経営者・農地所有適格法人のことです。

農地を維持する現場の声を確認

出席者
【議　会】金子議長、椎葉副議長、吉田議員、西議員、遠坂議員、倉本議員、山下議員
【同志会】�久保田会長、稲森副会長、篠原会計、前川監事、椎葉監事、大谷会員、石井会員、久保田会員、

東会員
【役　場】高橋課長、黒木係長、一柳主事

認定農業者の現況
（1）認定農業者の営農類型
　・単一経営　肉用牛２件（うち法人１件）
　・複合経営　４９件（うち法人４件）
　※�「単一経営」とは、経営体ごとの農産物販売金額が８０％以上の経営、
　　�「複合経営」とは、８０％未満の経営を指しています。

（2）年齢別認定状況

(3) 認定農業者の経営面積
　　２０６．９４ｈａ(町の耕地面積：約５６７ｈａ)

(4) 認定農業者同志会の活動状況
　・熊本県認定農業者等担い手推進セミナーへの参加
　・市町村認定農業者協議会・事務局合同研修会への参加
　・湯前町認定農業者勉強会の開催
　・球磨地域農業活性化セミナーへの参加
　・全国および九州農業担い手サミットへの参加

　本町の認定農業者数は、令和５年４月時点で
５１件（うち法人５件、共同申請２件）です。
　同志会では、町の農地を守るため、さまざまな
取り組みを行っています。

年齢 30歳～
34歳

35歳～
39歳

40歳～
44歳

45歳～
49歳

50歳～
54歳

55歳～
59歳

60歳～
64歳

65歳～
69歳

70歳～
74歳

人数 1 2 1 4 8 8 7 5 8

意見交換の様子

同志会
久保田　諭��会長

4 ゆのまえ議会だより  No.45（令和6年2月） 
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町単独補助事業

今後の農地維持

令和５年度　湯前町農業関係事業一覧

補助事業 対象経費

果樹振興総合補助事業
・新植および改植した苗木の購入代
・�果樹の経営に必要な高性能機械（電動剪定バサミ、高枝電動ノコギリ、
小型チェンソーなど）の購入費

鳥獣被害防止柵事業 ２ａ以上の農用地に設置する柵などに要する経費のうち、材料費のみ

作物規模拡大等支援事業 販売目的で５ａ以上の新規または規模拡大した際に必要な種苗代　
※水稲と飼料作物は除く

農耕車資格取得補助事業 資格取得に係る必要な経費

農業研修補助事業 交通費、宿泊費の実費額および研修に必要と認められる費用
※国、県および他団体から助成がある場合は対象経費から控除する

中心経営体農業機械導入支援事業
（認定農業者等）

・水稲・麦栽培に必要な機械の購入費
・その他の機械で町長が認めるもの

中心経営体農業機械導入支援事業
（その他経営体）

・水稲・麦栽培に必要な機械の購入費
・その他の機械で町長が認めるもの

農業用施設等導入事業 新規で設置するビニールハウス、暖房設備、灌水施設、高設栽培施設、
牛舎などの設備取得に係る資材代

農業法人化支援事業

法人化してから５年間以内で次に係る経費
⑴�農地の取得に係る経費　
⑵�家族労働力以外の雇用をする際に伴う経費
⑶�法人化手続きに必要な経費

農業雇用等支援事業
農作業の際に家族労働力以外を臨時で雇用（シルバー人材センター、
農業公社、湯前町農業ヘルパー登録等管理事業を含む）する際に係る
人件費

湯前町農業後継者等支援事業 次世代を担う農業者の人件費

※補助事業の詳細は、湯前町ＨＰを参照。

農業委員会
前川　敏幸��会長

　農業委員会では、毎年９月に遊休農地の
現地調査を行っています。
　中山間地の２６集落で作成いただいた農
地の戦略を参考にして、令和６年度中に集
落地域計画を作成する予定です。

5  ゆのまえ議会だより  No.45（令和6年2月） 
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本会議

町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
ト

イ
レ
を
洋
式
化

社
会
体
育
施
設
総
合
整
備

事
業
改
修
工
事

　
９
６
万
３
０
０
０
円

　
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
ト
イ
レ
が

故
障
し
た
た
め
、
修
理
と
併
せ
て

便
器(

男
子
１
据
、
女
子
２
据)

の

洋
式
化
を
行
い
ま
す
。

　
財
源
は
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
フ
ェ

ン
ス
と
外
構
工
事
の
不
用
額
を
ト

イ
レ
改
修
工
事
に
組
み
換
え
ま

す
。

杵
つ
き
精
米
所
を
改
修

工
事
設
計
業
務
委
託
料

　
７
０
万
円

　
町
の
農
産
物
加
工
施
設
で
あ
る

杵
つ
き
精
米
所
の
指
定
管
理
者
の

公
募
を
行
う
に
あ
た
り
、
指
定
管

理
者
が
使
用
す
る
際
の
利
便
性
を

高
め
る
た
め
、
事
務
室
や
倉
庫
な

ど
最
低
限
必
要
な
改
修
工
事
を
行

い
ま
す
。

補 

正 

予 

算

消
防
施
設
の
維
持

防
火
水
槽
設
置
工
事

７
０
０
万
円

　
令
和
５
年
度
に
野
中
田
２
区
と

上
染
田
区
に
２
基
の
耐
震
性
の
防

火
水
槽（
40
㎥
）を
設
置
す
る
予
定

特
別
職
と
そ
の
親
族
の

請
負
制
限
を
緩
和

議
員
は
請
負
内
容
を
公
表

12
月
定
例
会
は
、
７
日
か
ら
13
日
ま
で
７
日
間
の
日
程
で
開
か
れ
ま
し

た
。
議
員
３
人
が
一
般
質
問
を
行
い
、
令
和
５
年
度
補
正
予
算
、
条
例

改
正（
請
負
制
限
の
緩
和
）
な
ど
を
審
議
し
ま
し
た
。
ま
た
10
月
16
日

と
11
月
22
日
に
臨
時
議
会
を
開
い
て
い
ま
す
。
令
和
５
年
度
に
お
け

る
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は
、
９
２
５
４
万
５
０
０
０
円
を
追
加
し
、

４
９
億
４
３
５
２
万
４
０
０
０
円
と
な
り
ま
し
た
。

で
す
が
、
製
品
自
体
が
当
初
予
算

か
ら
約
３
０
０
万
円
値
上
が
り
し

ま
し
た
。
ま
た
、
建
設
場
所
の

確
定
に
伴
う
追
加
の
工
事
費
が

４
０
０
万
円
と
な
る
た
め
、
合
計

で
７
０
０
万
円
を
補
正
し
ま
す
。

災
害
対
応

グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス
公
園
災

害
復
旧
工
事 

５
０
０
万
円

　
令
和
５
年
６
月
の
梅
雨
前
線
豪

雨
災
害
で
グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス
公
園

内
の
多
目
的
コ
ー
ト
横
の
崖（
が

け
）が
崩
れ
た
た
め
、
復
旧
工
事

を
行
い
ま
す
。

　
財
源
は
、
公
共
土
木
施
設
災
害

復
旧
債
を
活
用
す
る
予
定
で
す
。

充
当
率
は
１
０
０
％
で
、
そ
の
一

部
が
普
通
交
付
税
で
措
置
さ
れ
ま

す
。

（
測
量
設
計
業
務
委
託
料
は
、「
議

会
だ
よ
り
44
号
」６
ペ
ー
ジ
を
参

照
）ワ

ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進

事
業
費
を
追
加

　
５
０
万
４
０
０
０
円

　
新
た
に
15
人
の
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ

ン
希
望
者
を
誘
致
す
る
た
め
、
こ

れ
に
係
る
費
用
を
追
加
し
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
に
、
当
初
で
４
５
２

万
円
、
補
正
で
１
２
４
万
４
０
０
０

円
の
予
算
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　
認
定
農
業
者
を
支
援

農
業
機
械
導
入
支
援
事
業

補
助
金

１
０
８
万
７
０
０
０
円

　
認
定
農
業
者
の
機
械
購
入
に
あ

た
り
、
補
助
金
の
申
請
が
１
件
あ

り
ま
し
た
。

（
補
助
事
業
の
一
覧
は
、
特
集
５

ペ
ー
ジ
を
参
照
）

住
民
税
非
課
税
世
帯
へ

の
支
援

物
価
高
騰
対
策
給
付
金

　
４
１
６
５
万
円

　
所
得
税
非
課
税
世
帯
へ
７
万
円

を
給
付
し
ま
す
。
対
象
は
５
９
５

世
帯
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

　
財
源
は
、
国
の
物
価
高
騰
対
応

重
点
支
援
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

で
、
対
象
経
費
の
全
額
が
令
和
６

年
度
に
交
付
さ
れ
る
予
定
で
す
。

便
座
を
洋
式
化
す
る
屋
外
ト
イ
レ

内
壁
な
ど
を
施
工
す
る
倉
庫



7  ゆのまえ議会だより  No.45（令和6年2月） 

本会議

消
防
団
員
の
定
員
、
任
免
、
服

務
等
に
関
す
る
条
例
を
改
正

　
消
防
団
員
の
定
年
70
歳
の
新
設
お
よ

び
31
年
以
上
在
職
し
た
団
員
の
永
年
勤

続
報
奨
金
の
支
給
額
を
定
め
ま
し
た
。

ま
た
、
団
員
の
定
数
を
２
９
０
人
か
ら

２
７
０
人
へ
変
更
し
ま
し
た
。

政
治
倫
理
条
例
を
改
正

　

地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、

議
員
に
係
る
請
負
の
明
確
化
と
緩
和
が

行
わ
れ
、
政
令
で
定
め
る
額
の
範
囲
内

で
議
員
個
人
に
よ
る
地
方
公
共
団
体
に

対
す
る
請
負
が
可
能
と
な
っ
た
こ
と
か

ら
、
条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

湯
前
町
議
会
議
員
の
請
負
の

状
況
の
公
表
に
関
す
る
条
例

の
制
定

　

政
治
倫
理
条
例
の
改
正
に
伴
い
、
地

方
公
共
団
体
に
対
す
る
議
員
の
請
負
状

況
を
公
表
す
る
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

　
請
負
状
況
の
透
明
性
を
確
保
し
、
議

会
運
営
の
公
正
お
よ
び
事
務
執
行
の
適

正
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

（
以
下
で
詳
し
く
解
説
）

条 

例 

改 

正

『議員の兼業』と『町の請負契約』の規制変更
①【地方自治法の改正】地方議員の兼業規制の緩和

②【条例改正】湯前町との請負規制の撤廃

③湯前町議会議員の請負状況の公表
(1)  議員は、毎年６月１日から３０日までの間に、湯前町に対する前会計年度の請負の状況を、

議長に報告する。
(2) 議長は、報告の一覧を作成して公表する。
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湯
前
町
教
育
委
員
会
委

員
の
同
意
　

藤
岡
祐
子
さ
ん
を
再
任

　

教
育
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

長
谷
町
長
よ
り
藤
岡
祐
子
さ
ん（
上

里
３
区
）の
任
命
を
求
め
ら
れ
、
議

会
は
全
会
一
致
で
同
意
し
ま
し
た
。

（
任
期
４
年
）

本会議

議　　　　案
吉
田  

精
二

西　

  

靖
邦

遠
坂  

道
太

椎
葉  

弘
樹

森
山　

  

宏

黒
木  

龍
次

味
岡　

  

恭

倉
本　

 

豊

山
下  　
力

金
子  

光
喜

審議結果
（賛成：反対）

令和５年度一般会計補正予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 可決（９�:�０）

湯前町消防団員の定員、任免、服務等に関する条
例の改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 可決（９�:�０）

湯前町政治倫理条例の一部を改正する条例の改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 可決（９�:�０）

湯前町議会議員の請負の状況の公表に関する条
例の制定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 可決（９�:�０）

上記以外の議案 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 可決（９�:�０）

○：賛成　×：反対（今回なし）　－：採決なし（議長は採決に加わりません）　

議案審議の賛否一覧［議案１６件　発議１件（１０月～１２月）］

そ
の
他
の
議
案

教えて　ゆっくん
教育委員の同意って何？
教育委員は、町長が議会の同意
を得て任命するのだ。分かりや
すく図解してみたよ。
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３人が執行部の考えを質す

　一般質問への町民の関心をより高めるた
め、ＹｏｕＴｕｂｅ動画へのアクセスランキン
グを公表します。議員のやる気につながりま
すので、ぜひ動画をご覧ください。

質問者（登壇順） 質　問　項　目 ページ

西　　靖邦 ①�子どもが主役のプログラムによる�「にぎやかなまち」
の形成 10

椎葉　弘樹 ①農林商工業における補助要件見直し
②みどりの食料システム戦略に応じた有機農業の推進 11

遠坂　道太 ①農業の振興 12

特別企画 一般質問のＹｏｕＴｕｂｅライブ配信
(生放送)を行っています。

◎�ＹｏｕＴｕｂｅ動画（「湯前町オフィシャル」で
　検索）

一般質問

前回一般質問

ＹｏｕＴｕｂｅアクセスランキング
　一般質問は、ＹｏｕＴｕｂｅで生放送と録画
の動画配信を行っています。この動画は、パソ
コンやスマートフォン、タブレット端末から視
聴できます。

議員 9月一般質問

椎葉　弘樹 ７７

遠坂　道太 ３８

(令和6年1月5日時点のアクセス数)
※生配信を除いたアクセス数

前回一般質問のＹｏｕＴｕｂｅサムネイル



※「保育園留学」とは、
　㈱キッチハイクが運営する
　留学プログラムです。

議
員
　｢

保
育
園
留
学｣

に
よ
る
子

育
て
世
代
の
関
係
人
口
を
創
出
す

る
考
え
は
な
い
か
。

課
長　
保
育
園
留
学
で
は
、
都
市

部
の
保
育
園
に
は
な
い
よ
う
な
自

然
を
感
じ
る
園
庭
で
、
思
い
っ
き

り
遊
ん
だ
り
、
田
園
の
風
景
を
見

な
が
ら
散
歩
を
し
た
り
な
ど
の
体

験
が
で
き
る
。
ま
た
新
し
い
友
達

と
一
緒
に
遊
ぶ
こ
と
に
よ
り
、
豊

か
な
感
性
が
育
ま
れ
る
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
い
る
。

町
長　
保
育
園
留
学
に
取
り
組
む

に
は
、
地
域
資
源
が
整
い
、
年
間

を
通
し
て
多
く
の
人
が
利
用
し
、

リ
ピ
ー
タ
ー
や
ふ
る
さ
と
納
税
、

移
住
定
住
に
つ
な
が
る
な
ど
の
成

果
が
な
け
れ
ば
、
多
額
の
事
業
予

算
を
使
う
の
で
意
味
が
な
い
。
ま

ず
は
本
町
で
取
り
組
ん
で
い
る

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
事
業
の
状
況
な

ど
も
踏
ま
え
、
イ
ベ
ン
ト
、
観
光

体
験
、
文
化
財
、
Ｊ
Ｔ
の
森
な
ど

の
企
業
と
連
携
し
た
森
林
保
全
活

積極的なアイデア創出と挑戦が、次世代を担う事業の創出に
つながるのでは。

つ ぶ
や き議員の

西��靖邦�議員

質問の様子は
こちら

子
ど
も
が
主
役
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
よ
る「
に
ぎ
や
か
な
ま
ち
」の

形
成

関
係
課
と
連
携
を
と
り
対
応

問答

動
、
農
業
体
験
な
ど
、
本
町
の
さ

ま
ざ
ま
な
地
域
資
源
を
活
用
し
た

関
係
人
口
を
創
出
す
る
施
策
に
取

り
組
ん
で
い
く
。保
育
園
留
学
は
、

先
進
事
例
を
注
視
し
な
が
ら
考
え

て
い
き
た
い
。

議
員　
保
育
園
が
セ
ッ
ト
の｢

親

子
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
事
業｣

を
推

進
す
る
考
え
は
な
い
か
。

町
長　
関
係
人
口
を
創
出
す
る
と

い
う
の
は
、
本
町
に
お
い
て
大
変

大
切
な
キ
ー
ワ
ー
ド
だ
と
思
っ
て

い
る
。
現
時
点
で
は
、
親
子
ワ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ニ
ー

ズ
は
把
握
し
て
い
な
い
。
他
の
自

治
体
の
動
向
な
ど
も
踏
ま
え
注
視

し
な
が
ら
、
し
っ
か
り
と
そ
こ
の

部
分
を
見
極
め
た
い
。今
後
、ワ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン
事
業
が
定
着
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
家
族
向
け
の
要
望

な
ど
が
出
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
考

え
な
く
て
は
い
け
な
い
。
先
進
自

治
体
な
ど
の
動
向
も
考
慮
し
つ

つ
、
関
係
課
と
の
連
携
を
と
ら
せ

な
が
ら
対
応
し
て
い
き
た
い
。
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産業の市場拡大（町外か
らお金を稼ぐ仕組み）や
付加価値のある事業に
は、積極的な支援をし
ていただきたい。

つ ぶ
や き議員の

議
員　
有
機
農
業
を
町
の
農
業
政

策
に
取
り
入
れ
、
生
産
者
を
支
援

し
て
い
く
考
え
は
な
い
か
。

町
長　
有
機
農
業
は
、
先
進
自
治

体
や
県
内
す
べ
て
の
行
政
機
関
な

ど
の
取
り
組
み
を
見
な
が
ら
、
推

進
す
べ
き
と
考
え
る
。

　
国
の
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム

戦
略
や
県
の
基
本
計
画
の
体
系
に

応
じ
て
、
町
の
総
合
計
画
や
農
業

振
興
プ
ラ
ン
に
盛
り
込
み
な
が
ら

対
応
し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な

い
。

　
町
の
有
機
農
業
の
生
産
ニ
ー
ズ

に
応
え
る
べ
く
、
効
果
的
な
生
産

と
販
路
拡
大
に
関
す
る
国
県
の
補

助
事
業
な
ど
も
さ
ら
に
模
索
す
る

必
要
が
あ
る
。
行
政
と
し
て
は
、

で
き
る
範
囲
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度

か
ら
、
こ
の
農
業
政
策
の
情
報
収

集
を
行
っ
て
い
き
た
い
。
ま
た
町

内
の
生
産
者
団
体
と
の
意
見
交
換

も
行
い
な
が
ら
、
有
機
農
業
へ
の

活
動
と
運
営
な
ど
を
支
援
し
て
い

き
た
い
。

問

みどりの食料システム戦略
農林水産省

有機農業を全体の農地の 25%
（100万 ha）に拡大

日本の
農業政策

2050 年

耕地面積に占める有機農業の割合が高い
市町村ランキング（令和 3 年度）

市町村 順位 面積 割合
馬路村（高知県） 1 52ha 81%
西川町（山形県） 2 75ha 15%
湯前町（熊本県） 12 46ha 8.1%

※農水省　令和 5 年 9 月公表
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椎葉�弘樹�議員

質問の様子は
こちら

議
員　
町
単
独
の
農
業
支
援
事
業

に
お
い
て
、
経
営
面
積
の
拡
大
要

件
を
見
直
す
考
え
は
な
い
か
。

町
長　
明
ら
か
に
そ
の
制
度
内
容

に
不
備
や
支
障
が
あ
り
、
早
急
な

改
善
が
必
要
と
判
断
す
る
場
合

は
、
年
度
ご
と
に
見
直
し
を
行
う

こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
提
案
い
た

だ
い
た
補
助
要
件
の
選
択
制
は
、

今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。
農

業
振
興
検
討
委
員
会
の
方
に
も
あ

ら
た
め
て
意
見
を
伺
い
た
い
。

議
員　
本
町
に
経
営
拠
点
を
置
く

事
業
者
に
お
い
て
、
町
外
施
設
へ

の
事
業
拡
大
を
支
援
す
る
考
え
は

な
い
か
。

町
長　
町
外
施
設
へ
の
事
業
拡
大

と
い
う
支
援
は
、
商
工
会
か
ら
要

望
が
あ
れ
ば
、
制
度
の
見
直
し
を

協
議
し
た
い
。
ま
た
他
の
自
治
体

の
制
度
が
あ
れ
ば
参
考
に
し
た

い
。

　
町
外
施
設
に
な
る
と
、
公
益
性

を
持
っ
た
事
業
と
し
て
、
町
民
の

皆
さ
ま
に
効
果
が
及
ぶ
形
で
な
い

と
、
ご
理
解
が
い
た
だ
け
な
い
た

め
、
町
内
の
施
設
を
対
象
に
す
る

こ
と
で
考
え
て
い
る
。

農
林
商
工
業
に
お
け
る
補
助

要
件
見
直
し

一
部
見
直
し
を
検
討

問答

答

みどりの食料システム
戦略に応じた有機農
業の推進
計画に盛り込み支援
していきたい



議
員
　
農
業
後
継
者
や
担
い
手
の

問
題
に
対
し
て
、
対
策
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

町
長　
国
庫
補
助
事
業
、
町
単
独

事
業
な
ど
を
積
極
的
に
活
用
し
、

農
業
後
継
者
が
増
え
る
こ
と
、
将

来
の
本
町
農
業
を
支
え
て
い
く
人

材
の
成
長
を
期
待
し
て
い
る
。

議
員
　
今
後
の
農
業
経
営
安
定
の

た
め
、
ど
の
よ
う
な
支
援
を
考
え

て
い
る
か
。

町
長　
11
の
事
業
を
設
け
、
予
算

配
分
で
大
き
な
ウ
エ
イ
ト
を
占
め

て
い
る
が
、
国
の
政
策
、
県
の
施

策
も
合
わ
せ
て
、
今
後
も
強
く
要

望
し
て
い
く
。

議
員
　
今
後
の
施
設
整
備
と
農
振

地
の
見
直
し
、
農
地
の
集
積
を
ど

の
よ
う
に
図
る
考
え
か
。

課
長　
中
山
間
な
ど
の
水
路
整
備

の
交
付
金
は
、
農
地
や
用
排
水
路

の
長
寿
命
化
に
お
け
る
小
規
模
な

補
修
や
修
繕
の
考
え
方
に
よ
る
。

補
修
箇
所
の
調
査
や
協
議
な
ど
を

遠坂�道太�議員

質問の様子は
こちら

農
業
の
振
興

農
業
情
勢
の
変
化
に
柔
軟
に

対
応

問答

集
落
で
行
い
、
補
修
が
不
可
能
な

場
合
は
、
取
り
替
え
な
ど
別
の
方

法
を
考
え
る
。
交
付
金
の
使
い
方

は
妥
当
と
考
え
て
い
る
。

　
農
振
農
用
地
の
見
直
し
計
画
を

専
門
業
者
に
業
務
委
託
す
る
こ
と

も
考
え
て
い
る
。こ
れ
ま
で
の
人・

農
地
プ
ラ
ン
が
、
地
域
計
画
と
い

う
形
に
法
定
化
さ
れ
た
。
10
年
後

の
農
地
一
筆
ご
と
の
姿
を
、
農
家

や
個
人
の
担
い
手
の
有
無
や
集
落

の
意
向
を
反
映
し
た
目
標
地
図
を

作
成
し
、
令
和
６
年
度
ま
で
に
こ

の
計
画
を
策
定
す
る
。「
今
後
も

利
用
で
き
る
区
域
」や「
保
全
や
林

地
化
を
進
め
る
区
域
」な
ど
、
将

来
を
見
据
え
た
さ
ま
ざ
ま
な
区
分

を
整
理
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

農
地
の
集
積
率
を
国
の
水
準

80
％
に
近
づ
け
る
た
め
、
農
地
中

間
管
理
機
構
を
活
用
し
な
が
ら
、

地
域
計
画
の
策
定
の
中
で
、
出
し

手
と
受
け
手
の
意
向
を
確
認
し

て
、農
地
の
集
積
を
図
っ
て
い
く
。

町
長　
新
規
就
農
者
の
確
保
、
有

害
駆
除
対
策
の
支
援
、
農
地
維
持

の
取
り
組
み
、
ス
マ
ー
ト
農
業
の

普
及
な
ど
長
年
の
課
題
が
あ
り
、

決
し
て
終
わ
り
が
見
え
な
い
、
完

璧
に
完
結
で
き
な
い
の
が
農
業
施

策
で
あ
る
。
特
に「
異
常
気
象
の

発
生
な
ど
で
不
安
定
な
経
営
、
農

業
情
勢
の
変
化
、
時
代
の
変
化
に

柔
軟
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
」お

よ
び「
町
の
農
業
振
興
施
策
を
一

つ
ず
つ
対
応
し
進
化
し
て
い
く
こ

と
」は
、
同
時
に
行
っ
て
い
く
。

十年後の農地の担い
手は、どうなってい
るだろうか。

つ ぶ
や き議員の

球磨管内の農業経営体数と農地集積率

市町村 農業経営体数
（戸）

耕地面積
（ha）

担い手への
農地集積率

相 良 村 302 763� 86.3%
あさぎり町 1055 2,910� 78.6%
錦 町 571 1,600� 62.1%
多 良 木 町 600 1,650� 59.6%
湯 前 町 238 567 47.9%
水 上 村 162 359� 33.4%
人 吉 市 548 1,330� 32.9%
山 江 村 239 394� 24.9%
球 磨 村 154 560� 8.6%
五 木 村 16 75� 4.7%

※「担い手」には、認定農業者、認定新規就農者、基本構想水準到達者、
　 集落営農組合が該当。
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全 員 協 議 会 9月22日・10月26日・11月22日
11月30日・12月13日

主 な 協 議 事 項

下町橋補修工事 
　現在、町指定文化財である下町橋(長さ１７．５ｍ)の補修作業が行われています。工事の進捗
状況や、橋の内部に配水管を敷設する追加の工事などを確認しました。工期は、令和４年１２月
から令和６年３月までの予定ですが、延長する可能性があります。

１２月１３日時点の工事現場の状況

下町橋（したまちばし）　別称＝権現橋（ごんげんばし）
　都川にかかるこの橋は、下城と古町を結ぶことからこの名があります。近くにあった権現社
にちなみ「ごんげんばし」という人もあります。
　明治３９年（１９０６年）に竣工した町内に残る数少ない石造橋で、今でも町の人々の生活に
は欠かせない橋の一つです。また、町出身の風刺漫画家・那須良輔氏もこの近くで育ちました。
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委員会

次の所管事務を調査しました。
◎ＩＣＴ教育の現状�
◎第２期湯前町総合戦略の検証結果

教育現場デジタル化の現状
湯前中学校のＩＣＴ教育を視察

総務厚生文教常任委員会 委 員 長 西　靖邦
副委員長 吉田�精二
委　　員 倉本�豊、黒木�龍次、椎葉�弘樹

11月14日・12月8日

ヘッドセットを用いた英語の授業（１年生） グループ学習による数学の授業（２年生）

惑星を観る理科の授業（３年生）

校内のＩＣＴ環境

端末（タブレット）
ｉｐａｄ（３２ＧＢ―ＷｉＦｉ）１０６台
学習支援ソフト　スカイメニュークラウド（令和３年度に導入）

電子黒板 ９台

校内ＬＡＮ
接続回線：光ファイバー
回線速度（理論上最大値）：１００Ｍｂｐｓ以上１Ｇｂｐｓ未満
校内ＬＡＮ通信速度（理論上最大値）：１００Ｍｂｐｓ以上１Ｇｂｐｓ未満

その他の機器

指導者用ＰＣ�２８台、校務システム：スズキ校務
Ｗｅｂカメラ、放送機器など一式
校内スタジオ�１カ所、実物投影機�８台、充電保管庫�３台
デジタル教科書�｢指導者用・学習者用｣

ＩＣＴ支援の委託 �㈱�九州地域情報化研究所

教えて　ゆっくん
ＩＣＴって何？
ＩＣＴとは、情報通信技術を
意味する用語だよ。
  （ Ｉnformation and
　　  Ｃommunication
　　　　　　Ｔechnology）
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委員会

委 員 長 遠坂�道太
副委員長 味岡　恭
委　　員 山下�力、金子�光喜、森山�宏

10月18日・12月8日企画経済建設常任委員会

次の所管事務を調査しました。
◎球磨畜産共進会
◎第２期湯前町総合戦略の検証結果

球磨地域での最後の畜産共進会
畜産市場の現状を調査
　第７２回球磨畜産共進会は、球磨家畜市場での最後の共進会となり、令和６年４月に球磨畜産農協
が合併することになっています。合併後の競り市は、大津町の県家畜市場が整備されるまで、当市場
で行われる予定です。

畜産共進会の様子
(写真上：石井さん　写真下：栗秋さん)

湯前町からの出展者と成績
育成種牛１部 栗秋�和弘さん　ふくこ号 優秀賞

育成種牛２部
石井�崇雄さん　きよみ号 優秀賞

栗秋�和弘さん　のぞみ３０号 優秀賞

飼料作物の部 栗秋�和弘さん グランドチャンピオン
（乾燥の部：名誉賞首席）
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議員派遣

議 員 派 遣

議員のなり手不足と議員報酬

天地動乱の時代の防災のあり方

令和５年度上球磨町村議会議員研修会
　議員のなり手不足の問題とその対策（令和４年地方自治法改正や町村議会の対応）を学びました。

　令和５年１１月１０日（金）　 あさぎり町　せきれい館
　講師　田口　一博 氏　［新潟県立大学・准教授］　
　演題　「議員のなり手不足と議員報酬」

令和５年度熊本県町村議会議員研修会
　議員・議会の災害時の役割などを全議員で学びました。

　令和５年１０月６日(金)　 湯前町役場応接室　
　　　　　　　　　　　　　※ＺＯＯＭオンライン研修
　講師　渡辺　実 氏　［防災・危機管理ジャーナリスト］　
　演題　「天地動乱の時代！防災のあり方は？」

全国的にみられる議員のなり手不足に関心を寄せる町村議員

研修資料や議員報
告書は、議会図書
室にありますので、
住民の皆さまもご
覧いただけます！



17  ゆのまえ議会だより  No.45（令和6年2月） 

議員派遣

本町の議会だよりに対して講師の評価や他町村からの質問を受けるシーン

左側が講師席、右側が本町議員（左から西、椎葉、吉田）

他町村の議会広報から学ぶ
令和５年度町村議会広報研修会
　各町村が４つのグループに分かれて参加しました。講演を受けた後、クリニックを希望した５つの
町村（小国町、津奈木町、錦町、あさぎり町、湯前町）が、講師とグループからのコメントに対応しま
した。

　令和５年１１月９日（木）　 熊本市　自治会館本館２Ｆ
　講師　越地　真一郎 氏　［議会広報ファシリテーター・熊本大学客員教授］　
　演題　「少しは化けましたか！！　～創意、熱意の取り組みに学ぶ～」
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議 長 の 窓

議 会 事 務 局 の 窓
主な議会スケジュール【１月～３月】

活動內容 日程（予定） 対応者
議会広報調査特別委員会 １／５　編集会議　 広報委員、金子

西米良村議会との意見交換会 １／１７ 全議員

県町村議会議員研修会 １／２３（オンライン研修：湯前町） 全議員

常任委員会 1／25　企画経済建設
２／１　��総務厚生文教 全議員

産業行政視察研修 ２／１３～１４ 全議員
上球磨正副議長会議員研修会 2／16 全議員
郡議長会 １／９　２／８ 金子
議会全員協議会 １／２９　２／２６　３／２５ 全議員
本会議 ３／７～１５　定例会 全議員

自身初の議長研修
球磨郡議長会産業行政視察と第６７回町村議会議長全国大会報告

�町村議会議長全国大会（ＮＨＫホール） やんば資料館を視察する球磨郡町村の議長たち

議会の窓

　１１月２７日から２９日まで、初めての議長研修に参加しました。初日は群馬県鳥獣被害対策支援セ
ンターで、狩猟者増加の取り組みなどを学びました。翌日は、朝から紆余曲折（うよきょくせつ）を経て
完成した八ッ場（やんば）ダムを視察し、その後には東京で県関係の国会議員への要望活動や意見交換
会に参加しました。金子代議士や松村国家公安委員長とも、役職の都合で地元になかなか帰れないも
どかしさなど、さまざまなお話ができ、充実した活動となりました。
　最終日に参加した第６７回町村議会議長全国大会は、ＮＨＫホールで盛大に行われ、宣言、特別決議、
国への３７項目の要望が決議され、閉会しました。



19  ゆのまえ議会だより  No.45（令和6年2月） 

一部事務組合

公立多良木病院企業団議会

人吉球磨広域行政組合議会

上 球 磨 消 防 組 合 議 会

企業団医療技術職の奨学金アップ
　球磨郡公立多良木病院企業団の医療技術員等奨学金貸与条例の改正において、地域医療を継続する
ための医療従事者確保策の一つとして、特に喫緊の課題となっている薬剤師、看護師、保健師の奨学
金貸与額を次のとおり変更しました。

ごみ焼却施設大規模整備工事(令和４度度～５年度)
　令和５年８月に制御システムの更新を終え、残る燃焼設備などの工事を令和５年度末までに完了
する予定です。

消防指令業務の共同運用
　人吉球磨地域の消防指令業務は、令和７年度の共同
運用に向けて準備中です。この共同運用は、人吉下球
磨消防組合（森元完一 管理者）と上球磨消防組合（中嶽
弘継 組合長）の間で、令和５年３月２３日に協定を締
結しているところです。

＜広域行政議員　椎葉・西＞

＜上球磨消防議員　森山＞

技術職の種類 変更前 変更後
薬剤師 ８万円以内／月 １０万円以内／月
看護師 ５万円以内／月 １０万円以内／月
保健師 ５万円以内／月 １０万円以内／月

＜公立病院議員　倉本・遠坂＞

一般質問
登壇者３人のうち、本町議会の倉本豊議員が「健診事業」の一般質問を行いました。

倉本��豊��議員

教えて　ゆっくん
消防指令業務の共同運用って何？
　複数の消防指令システムを１つにまとめ
て運用することだよ。複雑多様化する消防
需要を広域的に対応することで、質の高い
消防指令業務を展開し、消防行財政の合理
化や効率化を目指して　
いるのだ。

令和６年度　修学奨学生募集
（公立多良木病院ＨＰ）

質問項目 質問内容

健診事業
・健診の重要性
・健診者を増やす取り組み
・健診センター「コスモ」の現況と今後（改修・建て替え）



湯前町議会のホームページもご覧ください。湯前町議会

「住民の声」のインタビューをお願いされたときは、ご協力をお願いします。☎0966-43-4111(内線261)

年４回にわたりテーマを設定し、住民の皆さまからご意見を
いただきます。

子ども議会に参加して①テーマ

子ども議会に参加して②テーマ

◆議会広報調査特別委員会
　私たちが編集しました。　
　委員長　森山　宏　　　副委員長　西　靖邦　
　委　員　金子　光喜　　椎葉　弘樹
　　　　　遠坂　道太　　吉田　精二

▼町民の皆さま、厳しい寒さの中どのように過ごしていま
すか。昨年５月、新型コロナウイルスが「５類感染症｣に移行
し、おおむね私たちの生活は通常に戻りました。新たな生
活習慣が根付いた方もいらっしゃるのではないでしょうか。

▼議決議案および一般質問は、いずれも町民生活に直結す
る極めて大事なものです。中学３年生が授業の一環で取り
組んでいるこの一般質問では、タブレット端末を活用して

執行部に質問する様子が、とても素晴らし
かったです。

▼今年も「議会だより」を中心に議会活動を
より分かりやすく、皆さまにお届けできる
よう心がけたいと思います。

(西）
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〇参加しての感想は
　自分たちの町の課題や改善すべき点などを考え、自分た
ちの意見として発言できたことは、すごく良い経験になりま
した。また、ものごとを決める上で、様々な資料や納得してもらえ
る理由を考えたり、見つけたりすることがすごく難しかったです。
〇町執行部の答弁はどうでしたか
　非常に理解しやすく、難しい内容の話も、簡潔に話され聞きやすくなっていまし
た。答弁が長くなると頭の中で一度聞いたことが整理しづらくなったところもあり
ました。
〇議会の印象は変わりましたか
　特に印象が変わった点はなく、程よい緊張感を感じることができました。ただ、
今までは議会などは自分には関係ないものと思っていたので、今回の子ども議会を
通して、議会は意外と身近なもので、自分たちの生活に深く関わっているのだと思
うようになりました。

〇参加しての感想は
　議会という真剣な場で話すのは初めてだったので、言葉を選んで丁寧な言葉遣い
を心掛けました。緊張もしましたが、準備してきたことを思い出しながら、友達と
協力して取り組めたと思います。
〇町執行部の答弁はどうでしたか
　私たちの質問や提案に分かりやすい簡単な言葉でゆっくりと答えてくださったの
で、参加していて気持ちが楽でした。町を動かしてくださっている町の方々や議員
さんたちと意見を交わすとてもいい経験になりました。
〇議会の印象は変わりましたか
　大きな変化は特にありませんでしたが、議会という独特の雰囲気に少し緊張しま
した。しかし、私たちの話を聞いて丁寧に答えてくださったおかげで、無事に議会
を終えることができ良い経験ができたと思います。

湯前中学校３年
石神　悠翔�さん

湯前中学校３年
藤本　芽衣�さん
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